
第 63 回 高 分 子 分 析 技術 講習会 （基礎 編）  

 

主 催  (公社 )日本分析化学会高分子 分析研 究懇談 会  

協 賛  (公社 )日本化学会， (公社 )高 分子学 会  

高分子分析には，一次構造 に分 布のあ る高 分 子 化 合 物

の構造解析から高分子材料 中の添 加剤 分析 に至 る ま で の

幅広い分析技術が必要とさ れます 。ま た， 高分 子 特 有 の

物性のために低分子化合物 の分析 とは 異な るコ ツ が 必 要

になることもあります。  

本講習会では，“高分子を分析するため の技 術 ”に 関 す

る講義を前期・後期の 2 回に分けて行って います。  

今回の基礎編では，高分子分析の 初級者 を対 象 と し て ，

実用的で基礎的な内容につ いて講 義し ます 。理 解 を 助 け

るための演習も行います。  

なお，応用編は，中～上級 者を 対象と して ， よ り 応 用

的な内容について講義します（次 回：2 022 年 3 月 予 定 ）。  

  

期 日  10 月  5  日（火）・ 6 日（水）  

会 場  オンライン配信（ Cisco Webex Meetings システ ム ） 

 

※本講習会は，参加申し込み 1 件に つき 1 名の 受 講 が 可

能です。配信内容の録画 ・録 音や画 面の キャ プ チ ャ ー

は禁止です。  

※受信環境は，2Mbps 以上の速度が推 奨です 。お 申 込 み 前

のご確認をお願いいたし ます 。受信 速度 の測 定 は ， 例

えば https://fast.com/ja/(Netfli x 提供 )で ご 確 認 頂

けます。  

※講師からの講義は十分な 通信環 境で 配信い たし ま す が ，

万が一，講師の通信不良 が発 生した 場合 は， 別 日 に 再

講義またはオンデマンド配信などを 検討中 です。  

 

 

プ ロ グ ラ ム  

第 1 日（ 10 月 5 日）  

1. 高分子分析概論（ 9:30～ 11 :00）  

（名古屋工業大学）大谷  肇  



高分子材料は，その主成分 であ る高分 子と と も に 多 く

の添加剤や不純物を含み， 高分子 成分 自体 も複 雑 な 分 子

構造と多様な集合状態を持 ってい る。 高分 子分 析 は ， こ

うした点にまで立ち入った 幅広い 解析 を必要 とし て い る 。

そのためには，高分子その ものに つい ての 幅広 い 知 識 と

分析手法についての知識の 両面が 必要 とさ れる 。 本 講 で

は，高分子分析に必要とさ れる高 分子 の基 礎知 識 と 高 分

子分析法の概要について解説する。  

 

2. 高分子の熱分析と熱物性：基礎編  

（ 11:10～ 12:10,  13:10-13:5 0 ） 

（昭和大学）本多英彦  

熱物性はあらゆる材料で重 要な パラメ ータ で あ る が ，

特に製造から加工まで，熱 が重要 な役 割を はた す 高 分 子

材料ではいろいろな局面で 熱分析 が用 いら れる 。 本 講 義

では，熱分析の代表が示差走査熱量計（ D SC）で あ る こ と

を踏まえて，温度変調法を含む DSC の原 理と応 用 を 解 説

する。加えて，放熱性，断 熱性な ど高 分子 の熱 的 特 性 の

高度の利用においては，熱 伝導率 ・熱 拡散 率測 定 法 を 複

合的に使用する頻度が高く なって おり ，こ れら の 測 定 法

についても概説する。分析 技術で は重 要な 標準 化 に つ い

ても解説する。  

 

＜昼休み＞（ 12:10～ 13:10）  

 

3. 高分子分析のための前処理技術（ 14 :00～ 15 :40）  

（東レリサーチセンター）佐藤信之  

高分子材料の有機組成分析 にお いて， 分析 の 成 否 は 分

析機器に導入するまでの試 料の前 処理 の適 不適 や 巧 拙 に

依存するところが少なくない。粉 砕 ，溶解 ，抽 出 ，濃 縮 ・

乾燥，分離，加水分解・誘 導体化 など の前 処理 の 各 要 素

技術について実務上の注意 点を交 えて 解説 し， 簡 単 な 分

析例も紹介する。  

 

 

4. ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 及 び 質 量 分 析 法 に よ る 高 分



子分析： 基礎編 （ 15 :50～ 17 :50）   

（中部大学）石田康行  

ガスクロマトグラフィー（ GC）は ，その 原 理 か ら し て

最高約 400℃程度までの分離カラム温度 で，数 to r r 以 上

の蒸気圧を持ち得る化合物 に適用 が限 定さ れて い る 。 一

方，通常の高分子材料は， 添加剤 等の 低分 子量 成 分 を 除

けば，通常は蒸気圧を持た ない高 重合 体で 構成 さ れ て い

るため，そのままでは GC 分析の 対象と はなり 得 な い 。

したがって，これらに対し ては， 化学 分解 ・熱 分 解 に よ

る生成物を GC 分析して， 組成分 析や構 造解析 が 行 わ れ

る。一方，質量分析法（ MS）も，昨今の マトリ ッ ク ス 支

援レーザー脱離イオン化（ MALD I） - MS の開発な ど に よ

り，従来は測定対象とみな されな かっ た高 分子 量 物 質 に

ついてもその質量スペクト ルを得 るこ とが 可能 に な っ て

きた。そこで本講では，熱分解 G C の特 徴，操 作 上 の 注

意点および主な適用例などを解説し ，さら に M S に よ る

高分子分析についてもその 概要と 最近 の進歩 を概 説 す る 。 

 

第 2 日（ 10 月 6 日）  

5. 赤外分光法による高分子分析：基 礎編（ 10 :00～ 12 :0 0 ）

 （京都大学）長谷川  健  

FT-IR を用い た赤 外分 光法 は， 分子 のコ ン フ ォ メ ー シ

ョン，結晶性，配向，分子 間相互 作用 など を単 分 子 膜 レ

ベルの試料で精度よく議論 可能な ，線 形分 光法 な ら で は

の分子情報量と測定感度の 両面で 抜き んで た分 光 分 析 方

法である。界面や薄膜を対 象とし た分 析に ，特 に 優 れ た

威力を発揮し，高分子薄膜 による デバ イス の構 造 把 握 な

どに強力で， X 線分析と相補的な 役割を 果たす 。 特 に 定

量的に高精度な測定や議 論が “官 能基 単位 で ”で き る と い

う利点まで考えると，赤外 分光法 は高 分子 分析 の 筆 頭 に

立てるほどの実力を持つと言える。 しかし FT-I R の 普 及

と相反して，残念ながら赤 外分光 法の こう した 威 力 は ほ

とんど忘れ去られている。 本講習 では ，赤 外分 光 法 の 本

質をゼロベースで解説 し， FT- I R を 使い こな そ う と 本 気

で思える基礎概念を学ぶ。特に，以 下の 3 つの 項 目 に つ

いて解説する。  



１）基準振動とグループ振動，  

２）バルク試料と界面・薄膜測定の 方法と 理論的表 現  

 

＜昼休み＞（ 12:00～ 13:00）  

 

6. 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ る 高 分 子 分 析 ： 基 礎 編

（ 13:00～ 15 :0 0）  （工学院大学）川井忠智  

高分子の液体クロマトグラ フィ ーは， 複雑 な 多 分 散 性

を有する高分子材料の解析 に有効 な分 析手 法で あ る 。 前

期基礎編においては，分子 量測定 なら びに 分子 量 分 布 の

解 析 に 用 い ら れ て い る サ イ ズ 排 除 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー

（ SEC）を中心に，化 学組成 分布の 解析に 用いら れ る 溶 離

液グラジエント高性能液 体ク ロマ トグラ フィ ー（ H P LC ）

についても，特徴ならびに 測定の 留意 点や 問題 点 に つ い

ての基本を解説する。なお ，実務 上で の注 意点 や 特 殊 ポ

リマーの解析など，より高 度な解 析に つい ては ， 後 期 に

て解説する。  

 

7. 核磁気共鳴分光法による高分子分析：基 礎編（ 15 :0 0 ～

17:00）  （徳島大学）平野朋広  

 核磁気共鳴（ NMR）分光 法では 化学構 造（官 能 基 の 種

類，隣接基など）に関する 情報が 得ら れる こと か ら ， 有

機化合物の分析手法として 広く活 用さ れて いる 。 高 分 子

材料においても，繰り返し 単位の 構造 や末 端基 （ 開 始 剤

断片），立体規則性，共重合体の組成，共 重合連 鎖 の 解 析

などに有用で欠くことので きない 分析 法で ある 。 そ こ で

本講では低分子のスペクトルを用い て 1H， 1 3 C お よ び 2

次元 NMR スペクトルの読み方（帰属 の仕方 ）を 概 説 し た

上で，高分子のスペクトル を用い た構 造解 析例 を 紹 介 す

る。  

 

講 習 レ ベ ル  高分子分析を始めて日が浅い 方を 対 象 と し

て設定しています。高分子 分析に つい て， すで に 経 験 を

お持ちの方の参加も歓迎したします 。  

 

受 講 料  高分子分析研究懇談会会員お よび 日本 分 析 化 学



会会員： 25,000 円，協賛学会会員： 30,000 円，会員外 ：

45,000 円，学生：10,000 円。受講料はすべて税込 み で す 。

日本分析化学会会員には， 維持会 員， 特別 会員 ， 公 益 会

員を含みます。特別会員ま たは 公益会 員の 場合 は， 1 名

のみ会員扱いとします。  

 

（ 日 本 分 析 化 学 会 へ の 入 会 を 検 討 さ れ る 方 は  

h ttps://w ww. js ac. jp /k ai in /n yuuka i_ anna i /か ら）  

（ 高 分 子 分 析 研 究 懇 談 会 へ の 入 会 を 検 討 さ れ る 方 は  

h ttp://pacd . jp /nyuk ai か ら）  

 

※第 60 回応用編 (2020 年 3 月 4 日 ～ 5 日開催 )中 止 に 伴 う

振替受講を希望される方は ，参加 申込 フォ ーム の 記 入 欄

に「振替参加券」の受付番 号を明 記く ださ い。 無 料 で 受

講できます。  

 

募 集 人 員  100 名  

申 込 方 法  参加申込フォーム（ http : //ww w.p acd . jp /）に 必

要事項をご記入のうえ，お申し込みく ださい 。請 求 書 ( 申

込直後より )，領収書 (入金 確認後 より )は マイペ ー ジ よ り

りダウンロード頂けます。なお，テキス トは PD F フ ァ イ

ルをダウンロードしていただきます 。会期 1 週 間 前 迄 を

目処に準備いたします。テ キスト の公 開を もっ て 講 習 を

開始したものといたします 。納入 され た受 講料 の 返 却 は

いたしませんのでご了承願 います 。各 分析 法に 関 し て 質

問および技術相談がある場 合は。 申込 み時 に事 前 質 問 事

項欄へご記入ください。各 講師が 可能 な範 囲で 対 応 い た

します。  

 

申 込 締 切  9 月 27 日（月）  

問 い 合 わ せ 先   

アジレント・テクノロジー  (株 ) 野上  知花  

〔 E-mail： pacd -ko ushu @pa cd. jp〕  

 


